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■�ふるさと四郷を見直す
きっかけに
四郷地区で生まれ育ち、
婚姻届も当時の四日市市役
所四郷出張所に提出しまし
た。現役時代は高校教員と
して、県内各地で仕事一筋
で生きてきました。定年後
も市内の高校で働き、64歳
で引退しました。
教員を辞めるまでは、地
域の活動や行事に参加した
ことはあまりありませんで
したが、ちょうど退職した
頃、四郷郷土資料保存会の
会員だった先輩に誘われ
て、軽い気持ちで入会しま
した。
保存会に入会して初め
て、ずっと過ごしてきて見
ていたつもりの四郷地区の
ことをほとんど知らなかっ
たことに気付かされ、四郷
地区の魅力を見直すきっか
けとなりました。

■�四郷地区を発展させた
偉大な二人
四郷地区の歴史を調べて
いくうちに、伊藤小左衛門
（五世）と伊藤傳

でん

七
しち

（十世）
という、二大先覚者につい
て知ることになりました。
二人は、150年以上前に資
源の少ない四郷地区で、製
糸、製茶、醸造などの産業を
発展させ、周囲の村がうら
やむほどの、経済や文化の
豊かな村をつくりました。

Vol.75

→
四郷郷土資料館の保存活動と、四郷の歴史を研究し広める活動をされてい
る古川さんにお話を伺いました。

四郷郷土資料館館長・
四郷郷土資料保存会会長 古川 彦さん
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伊藤小左衛門は（五世）、大きな震災の後に兄弟で力を
合わせて、崩れてしまった味

み

噌
そ

蔵を短期間で修繕し、周
囲の人を驚かせたという逸話と、鎖国が終わり横浜が開
港した際に、外国人に人気の商品を視察し、すぐに商売
に結び付けたという話が当時の教科書に載っていて、全
国にその名が知れ渡っていたことが分かります。また、
教育にも力を入れ、資料館裏手にある四郷小学校を設立
した人物でもあります。
伊藤傳七（十世）は、後に東洋紡績となる三重紡績の

創業や、貴族院議員も務めるなどしてこの資料館の建設
にも大きく貢献しました。
二人とも名前は知っていましたが、四郷地区出身者の

偉大な功績について深く理解することで、とても誇らし
い気持ちになりました。

■未来へ伝えていきたい
四郷郷土資料館では、地域の皆さんに寄贈していただ
いた昔懐かしい生活の道具を展示しています。これらの
道具の中には、実際に手に取ることのできるものもあり、
地域の歴史を学びに来る子どもたちにとても人気です。
しかし、道具そのものが古いこともあり、壊れやすいこ
とが難点です。

保存会の会員は現在33人いて、私のような元教員の他
に、大工や機械工など、さまざまな職業の経験者がいま
す。展示物が壊れると会員の経験を生かして修理し、10
年、20年先にも引き継いでいこうと頑張っています。こ
の努力により、たくさんの人に昔の暮らしを学んでもら
っています。
かつては村のどの場所からも仰ぎ見ることができたこ
の建物は、村人にとって自慢の村役場でした。建設当時
は実にハイカラで、現在も、建築の勉強をしている人な
ど県外からの見学者もいて、たくさんの写真を撮ってい
きます。
このような素晴らしい四郷地区を子どもたちに知って
もらい、自分の住む地域に誇りを持ってもらうため、今
後もこの活動を続けていきたいと思っています。

→

5 月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

四郷郷土資料館

■所 在 地　西日野町3375
■開館日時　毎週土曜日　９：00～16：00
　　　　　　（12月30日～１月５日は休館）
■そ の 他　予約不要、駐車場あり

昔使われていた電話。実際に触ってみることができます

農機具の移り変わりも学ぶことができます


